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題
目
か
ら
聞
き
馴
染
み
の
な
い
人
名

と
流
派
が
出
て
き
た
こ
と
を
お
詫
び
申

し
上
げ
た
い
。
聚
楽
法
印
に
つ
い
て
は

本
学
会
誌
の
二
号
に
て
翻
刻
さ
れ
た

『
古
今
茶
道
全
書
』
に
登
場
す
る
が
、

と
り
わ
け
聚
楽
法
印
流
に
関
し
て
は
研

究
史
上
と
し
て
も
お
そ
ら
く
新
出
で
あ

り
、
未
だ
取
り
上
げ
る
に
は
種
々
の
問

題
が
多
く
、
今
回
の
会
報
に
寄
稿
す
べ

き
か
判
断
に
迷
っ
た
。
し
か
し
一
方
で

情
報
が
あ
ま
り
に
過
少
で
、
研
究
調
査

の
先
行
き
が
見
え
な
い
た
め
、
本
学
会

員
に
あ
ま
ね
く
情
報
公
開
し
、
助
言
を

求
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
の
思
い
で
筆

を
と
ら
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
た
め
粗
放

な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し

て
お
く
。

　

ま
ず
聚
楽
法
印
に
つ
い
て
は
、
林
家

辰
三
郎
氏
が
「
紹
鷗
の
師
匠
」
と
し
て

「
発
見
」
さ
れ
て
か
ら
既
に
半
世
紀
を

超
え
る
が
、
未
だ
に
詳
細
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
謎
の
人
物
で
あ
る
。
そ

の
後
、
戸
田
勝
久
氏
や
米
原
正
義
氏
が

取
り
上
げ
て
い
る
た
め
、
人
物
の
解
説

は
『
古
今
茶
道
全
書
』
と
三
名
の
論
考

の
一
部
を
引
用
す
る
こ
と
で
代
え
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

・『
古
今
茶
道
全
書
』（『
茶
の
湯
文
化

学
』
二
号
、
一
九
九
五
年
）
※
傍
線
部

筆
者

「
厥
後
チ
聚
楽
法
印
紹
鷗
利
休
古
田
氏

小
堀
氏
細
川
氏
片
桐
氏
等
其
ノ
流
多
々

也
」（
Ｐ
．84
）

「（
炭
の
次
第
）
炭
前
置
合
迄
紹
鷗
の
茶

師
駿
河
法
印
よ
り
伝
授
の
図
有
之
、
但

書
院
は
こ
び
手
前
也
、
勿
論
上
古
ノ
風

也
」（
Ｐ
．99
）

「
一
、
右
に
外
題
下
ニ
有
通
ニ
古
昔
ニ

き
つ
ね
川
の
御
所
に
て
小
笠
原
長
時
公

へ
の
茶
会
之
時
、
盆
点
の
一
巻
聚
楽
法

印
の
伝
受
よ
り
紹
鷗
受
継
た
る
本
式　

其
后
数
寄
屋
住
居
炉
手
前
風
炉
の
手
前

利
休
織
部
遠
州
其
外
色
々
宗
匠
連
之
吟

味
物
数
寄
至
極
の
宜
所
一
通
用
目
を
拾

尽
、
煎
つ
め
た
る
次
第
ヲ
或
御
大
人
時

の
宗
匠
と
も
可
謂
仁
ニ
執
心
に
て
被
連

置
一
通
也
、是
を
博
学
物
知
と
云
へ
し
」

（
Ｐ
．140
）

「
本
勝
手
台
子
ノ
盆
点
の
事　
［
台
子
ハ

聚
楽
法
印
ノ
式
法
、
以
来
当
世
マ
テ
不

改
］」（
Ｐ
．143
）

「
㊁
砂
浜
石
庭
幷
路
地
庭
数
寄
屋
図
之

事駿
河
様
御
代
聚
楽
法
印
と
て
紹
鷗
の
師

匠
、
駿
州
府
中
ニ
住
居
し
て
茶
道
功
者

也
、
見
越
の
富
士
を
庭
中
の
砂
浜
へ
移
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し
、
見
へ
来
て
三
島
に
用
た
る
働
を
名

人
之
作
と
珠
慶
法
師
賛
美
と
申
伝
ゆ
、

根
源
庭
の
式
法
に
三
島
一
連
ン
と
い
ふ

事
あ
り

一
、
数
寄
屋
鍍
の
間
書
院
も
一
連
の
住

居
、
是
以
不
尋
常
作
意
也
、
後
難
事
有

て
、
高
野
山
に
て
終
ら
れ
、
依
夫
世
間

に
徘
徊
せ
す
、
知
る
者
少
な
し
」（
Ｐ
．

154
）

「
聚
楽
法
印
作
書
院
庭
、
富
士
ヲ
モ
庭

中
ニ
移
来
テ
三
島
一
連
ニ
築
之
」（
Ｐ
．

163
）

・
林
家
辰
三
郎
『
古
典
文
化
の
創
造
』

（
一
九
六
四
年
、東
京
大
学
出
版
会
、Ｐ
．

379
～
380
）

「
こ
こ
で
こ
の
『
茶
道
全
書
』
が
と
ら

え
た
、
綜
合
的
な
茶
道
の
祖
は
、
実
に

聚
楽
法
印
と
い
う
従
前
の
茶
道
史
に
お

い
て
は
ま
っ
た
く
看
す
ご
さ
れ
た
人
物

で
あ
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
位
置
は
現

行
茶
史
に
お
け
る
村
田
珠
光
の
位
置
に

お
か
れ
て
い
て
、
珠
光
に
つ
い
て
は
語

る
と
こ
ろ
が
な
い
。（
中
略
）
こ
の
よ

う
な
無
名
未
知
の
人
物
が
、
ク
ロ
ウ
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
著
者

と
の
特
殊
関
係
（
お
そ
ら
く
は
同
郷
）

と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
現
在
の
流
派
の

由
来
す
る
茶
の
歴
史
系
譜
を
ど
こ
か
で

打
破
し
、
新
た
な
茶
祖
を
設
定
し
よ
う

と
い
う
意
図
が
つ
よ
く
は
た
ら
い
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」

・
戸
田
勝
久
『
武
野
紹
鷗
研
究
』（
一

九
六
九
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
Ｐ
．

174
～
175
）

「
私
が
紹
鷗
の
造
庭
の
師
と
判
断
す
る
、

聚
楽
法
印
の
遺
跡
を
も
と
め
ん
が
た
め

（
中
略
）
只
私
は
、
紹
鷗
と
い
ふ
人
は
、

多
く
の
師
た
る
人
物
を
得
た
人
だ
と
、

次
第
に
思
ふ
や
う
に
な
つ
た
。
茶
の
湯

だ
け
で
も
、
宗
悟
、
宗
陳
、
宗
理
、
宗

珠
、
と
挙
げ
て
く
る
事
が
で
き
る
。
紹

鷗
は
こ
の
聚
楽
と
い
ふ
人
か
ら
、
特
に

作
庭
を
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。（
中

略
）
私
は
乱
暴
に
も
聚
楽
法
師
と
は
、

宗
長
（
※
筆
者
註
：
連
歌
師
宗
長
）
で

は
な
い
か
、
と
思
つ
た
。
之
は
明
ら
か

に
、
珍
説
の
部
類
に
属
す
る
が
、
併
し
、

宗
長
と
高
野
は
無
縁
で
は
な
い
。」

・
米
原
正
義
『
戦
国
武
将
と
茶
の
湯
』

（
一
九
八
六
年
、
淡
交
社
、
Ｐ
．166
）

「
武
野
紹
鷗
の
師
と
い
う
聚
楽
法
印

（『
茶
道
便
蒙
鈔
』
書
き
入
れ
に
「
シ
ュ

ラ
ク
法
印
」
と
あ
る
）
は
、
茶
の
湯
開

山
珠
光
の
位
置
に
お
か
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
茶
人
で
あ
っ
た
か
私
は
知

ら
な
い
。
け
れ
ど
も
聚
楽
法
印
な
る
茶

道
功
者
が
架
空
の
人
物
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
の
住
居
を
他
の
戦
国
大
名
で

な
く
、
今
川
氏
の
本
拠
駿
河
府
中
と
し

た
と
こ
ろ
に
意
味
は
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
今
川
氏
管
下
に
茶
の
湯
が
盛
行
し
て

い
た
こ
と
を
想
見
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。」

　

一
方
で
聚
楽
法
印
流
に
つ
い
て
は
、

筆
者
が
初
め
て
言
及
す
る
流
派
で
あ

る
。
大
い
に
困
っ
て
い
る
理
由
は
、
そ

の
情
報
源
が
唯
一
、
筆
者
の
実
父
よ
り

二
〇
一
八
年
八
月
に
聞
い
た
次
の
内
容

の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。

・
江
戸
時
代
末
期
、
四
代
前
の
岡
佐
助

（
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）
没
、

享
年
七
十
歳
）
が
「
聚
楽
法
印
流
」
の

家
元
を
四
百
二
十
両
で
購
入
し
た

・「
聚
楽
法
印
流
」は
書
院
の
茶
で
あ
っ

た
が
、流
派
は
途
中
で
断
絶
し
た
た
め
、

ど
う
い
う
お
点
前
で
あ
っ
た
か
な
ど
詳

細
は
一
切
不
明
で
あ
る

・
岡
佐
助
は
聚
楽
法
印
流
の
２
６
６
代

を
襲
名
し
、
聚
楽
法
印
流
が
存
続
し
て

い
た
な
ら
ば
岡
佐
助
か
ら
四
代
後
の
父

は
２
７
２
代
と
い
う

・
岡
佐
助
は
久
留
米
で
家
具
屋
を
し
て

お
り
大
儲
け
を
し
た

　

そ
う
す
る
と
筆
者
は
聚
楽
法
印
流
を

再
興
す
れ
ば
当
代
家
元
に
な
れ
る
が
、

こ
れ
を
読
ん
だ
方
々
は
、
研
究
に
行
き

詰
っ
た
筆
者
が
奇
説
を
唱
え
始
め
た

か
、
承
認
欲
求
に
と
り
つ
か
れ
た
挙
句

に
新
流
派
を
創
作
し
た
か
、
あ
る
い
は

そ
の
両
方
か
と
、
お
お
よ
そ
好
意
的
に

は
受
け
止
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
茶
道
史
に

疎
く
、
聚
楽
法
印
と
い
う
人
物
す
ら
知

ら
な
か
っ
た
父
が
先
祖
代
々
継
承
し
た

言
い
伝
え
を
、
真
実
か
否
か
は
別
に
し
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て
聞
書
と
し
て
記
録
し
て
お
き
た
い
と

い
う
筆
者
の
我
儘
を
許
容
し
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　

聞
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
四
百
二

十
両
と
い
う
高
額
な
値
段
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
家
元
の
権
利
を
売
買
し
た
と

い
う
行
為
自
体
も
疑
義
が
生
じ
る
。
加

え
て
２
６
６
代
と
他
流
派
と
比
較
し
て

尋
常
で
は
な
く
過
多
な
歴
代
人
数
も
信

憑
性
に
欠
け
る
。

　

無
論
、
今
後
の
研
究
に
は
当
該
聞
書

以
外
の
史
資
料
の
発
見
が
必
須
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
が
、
こ
の
限

ら
れ
た
情
報
の
み
で
敢
え
て
積
極
的
な

検
討
を
試
み
る
と
す
る
と
、『
古
今
茶

道
全
書
』
の
刊
行
は
元
禄
七
年
（
一
六

九
四
）
で
あ
る
が
、
筆
者
が
古
書
で
購

入
し
た
「
茶
人
系
譜
」（
一
八
〇
〇
年

代
前
半
成
立
）
の
中
に
は
「
利
休
居

士
門
人
都
鄙
ニ
貴
賤
数
多
ナ
リ
ト
云
ヘ

ト
モ
世
ニ
知
ル
ト
コ
ロ
ノ
人
々
右
ニ
載

ス
」
と
し
て
「
聚
楽
法
印　

紹
鷗
の
師

ト
モ
云
、
駿
州
府
中
ニ
住
」
と
聚
楽
法

印
が
系
譜
外
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
駒
井
鶯
宿
（
乗

邨
）
が
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
か

ら
記
し
は
じ
め
た
『
鶯
宿
雑
記
』
に
お

い
て
も
、『
茶
話
真
向
翁
』（
関
竹
泉
著
、

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
刊
行
）
を
引

用
す
る
形
で
「
茶
道
系
図
区
々
也
（
中

略
）
茶
道
全
書
に
聚
楽
法
印
―
紹
鷗
―

利
休
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
聚
楽
法
印

の
存
在
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
徐
々
に

広
が
っ
て
い
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

（
但
し
、
管
見
の
限
り
、
そ
れ
ら
は
全

て
『
古
今
茶
道
全
書
』
よ
り
遡
る
こ
と

は
な
く
、
同
書
の
流
布
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
）

　

す
る
と
江
戸
時
代
後
期
に
は
聚
楽
法

印
と
い
う
人
物
は
既
に
認
知
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
祖
と
す
る
流
派
が
江
戸
や

京
都
か
ら
離
れ
た
地
方
に
誕
生
し
た
可

能
性
が
あ
り
、
新
興
流
派
で
あ
る
こ
と

を
秘
匿
す
る
た
め
に
歴
代
の
数
字
を
過

大
に
設
定
し
た
と
い
う
仮
説
が
成
り
立

た
な
い
こ
と
も
な
い
。
と
は
い
え
論
拠

に
乏
し
い
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
た

め
、
本
稿
を
読
ん
で
頂
い
て
何
か
思
い

当
た
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
些

細
な
情
報
で
も
構
わ
な
い
の
で
提
供
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

　

さ
い
ご
に
、
聚
楽
法
印
流
が
仮
に
過

去
に
実
在
し
た
と
し
て
も
、
点
前
・
道

具
・
門
弟
な
ど
全
て
が
失
わ
れ
た
流
派

は
現
存
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
筆

者
は
家
元
を
名
乗
る
つ
も
り
は
毛
頭
な

い
こ
と
を
宣
言
し
て
お
き
た
い
。（
ま

し
て
や
襲
名
茶
会
な
ど
は
論
外
で
あ

る
）
学
会
や
例
会
な
ど
で
筆
者
を
見
か

け
た
際
、「
家
元
だ
」
な
ど
と
陰
口
を

た
た
か
れ
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。

「茶人系譜」
（筆者蔵、四角囲み筆者）

『鶯宿雑記』巻百十三・百十四
（国立国会図書館デジタルコレクション、書誌ID: 
000007298970、26/115コマ、四角囲み筆者）
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理
事
会

　

令
和
四
年
度
第
三
回
理
事
会
が
、
令

和
五
年
二
月
二
十
六
日
（
日
）
午
後
二

時
よ
り
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
行

わ
れ
た
。
理
事
十
五
名
が
出
席
し
、
以

下
の
議
題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。

一
、�

令
和
五
年
度
総
会
提
出
議
案
に
つ

い
て

・�

令
和
四
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報

告
・
令
和
五
年
度
事
業
案
、
予
算
案

二
、�

令
和
五
年
度
総
会
・
大
会
に
つ
い

て

三
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

四
、
そ
の
他

　

理
事
会
を
始
め
る
前
に
、
去
る
一
月

二
十
一
日
に
二
代
会
長
倉
澤
行
洋
氏
が

ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

山
田
副
会
長
の
司
会
進
行
で
議
題
に

沿
っ
て
議
事
が
始
ま
っ
た
。

　

第
一
議
題
で
は
、
令
和
五
年
度
総
会

提
出
議
案
と
し
て
、
令
和
四
年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告
、
令
和
五
年
度
事
業

案
・
予
算
案
に
つ
い
て
、
各
担
当
理
事

よ
り
報
告
と
説
明
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ

た
。

　

副
会
長
人
事
に
関
し
、
矢
野
会
長
よ

り
岡
本
浩
一
理
事
の
推
薦
が
あ
り
、
岡

本
氏
か
ら
は
内
諾
を
頂
い
た
。
さ
ら
に

理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
総
会
の
議
事
項

目
と
な
っ
た
。

　

第
二
議
題
で
は
、令
和
五
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。

総
会
・
大
会
　

日
時
：
令
和
五
年
六
月
十
日
（
土
）

午
前
九
時
五
十
分
よ
り

会
場
：
学
習
院
大
学

研
究
発
表
：
荒
井
欧
太
朗
氏
、
廣
田
吉

崇
氏
、
佐
々
木
隆
夫
氏
、
倉
林
重
幸
氏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
平
木
し
お
り
氏
、
依

田
徹
氏
、
関
口
敦
仁
氏
、
片
山
ま
び
氏
、

石
塚
修
氏
、
谷
村
玲
子
氏

懇
親
会
　

日
時
：
令
和
五
年
六
月
十
日
（
土
）

午
後
六
時
よ
り

会
場
：
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
池
袋
店

見
学
会
　

日
時
：
令
和
五
年
六
月
十
一
日
（
日
）

午
前
十
時
よ
り

会
場
：
護
国
寺

解
説
：
護
国
寺
茶
寮
事
務
局　

伊
澤
元

祐
様

　

第
三
議
題
で
は
、
会
誌
に
つ
い
て
、

山
田
編
集
委
員
長
よ
り
会
誌
三
十
九
号

の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
、
令
和
五
年

三
月
末
に
発
行
予
定
で
あ
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
二
代
会
長
倉
澤
行
洋
先
生
へ
の

追
悼
文
を
谷
晃
先
生
に
依
頼
し
、
会
誌

四
十
号
に
掲
載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

会
報
に
つ
い
て
、
飯
島
編
集
委
員
よ

り
会
報
一
一
六
号
が
制
作
中
で
三
月
末

に
発
行
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
一
一
六
号
の
巻
頭
に
、
倉
澤
先
生

へ
の
追
悼
文
（
影
山
先
生
）
を
掲
載
し
、

さ
ら
に
理
事
・
幹
事
か
ら
も
追
悼
文
を

募
集
し
、
一
一
六
・
一
一
七
号
に
掲
載

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
四
議
題
で
は
、
三
笠
景
子
会
員
よ

り
「
茶
の
湯
の
歴
史
を
問
い
直
す
」
研

究
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
「
後
援
名

義
申
請
書
」
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
う

え
了
承
さ
れ
た
。

　

東
京
例
会
の
発
表
資
料
（
図
）
が
無

断
転
用
さ
れ
た
が
、
発
表
者
か
ら
の
再

三
の
抗
議
に
よ
っ
て
、
現
在
は
削
除
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
学
会
側
の
対
応
が

必
要
か
ど
う
か
も
視
野
に
入
れ
て
、
早

急
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

追
　
悼

　

前
号
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、

令
和
五
年
一
月
二
十
一
日
、
二
代
会
長

倉
澤
行
洋
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
倉
澤
先
生
に
は
多
く
の
追
悼
の
お

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
前
号

に
引
き
続
き
掲
載
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

「
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
ん
、
で

も
な
ん
と
か
な
る
」

飯
島
照
仁

　

倉
澤
先
生
の
ご
自
宅
の
茶
室「
無
庵
」

は
、
先
生
の
好
み
を
所
々
に
生
か
し
た
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空
間
で
し
た
。
こ
こ
で
研
究
指
導
を
受

け
ら
れ
た
方
は
、
数
え
切
れ
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
茶
室
で
先
生
は
、
い

つ
も
和
服
姿
で
に
こ
や
か
に
迎
え
て
く

だ
さ
り
、
先
ず
先
生
自
ら
お
茶
を
点
て

て
、
向
か
い
合
っ
て
共
に
戴
く
。
そ
れ

か
ら
本
題
へ
と
進
む
こ
と
が
常
で
し

た
。
先
生
の
研
究
指
導
に
は
時
間
制
限

な
し
、
と
い
う
の
が
私
の
印
象
で
す
。

　

あ
る
と
き
先
生
が
「
私
は
い
つ
か
妥

協
を
せ
ず
、
自
分
の
た
め
の
好
み
の
茶

室
を
建
て
る
こ
と
が
し
て
み
た
い
」
と

語
り
、
先
生
と
具
体
的
な
茶
室
建
築
の

話
を
深
夜
ま
で
議
論
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
先
生
が
伝
統
芸

術
の
研
究
者
の
た
め
に
教
授
を
務
め
て

い
た
宝
塚
大
学
（
宝
塚
造
形
芸
術
大
学

大
学
院
）
校
舎
内
に
茶
室
を
建
て
る
話

が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
、
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
に
あ
た
り
、
茶
室
建
築
責
任
者
は
倉

澤
先
生
が
引
き
受
け
ら
れ
、
私
も
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
茶
室
建
築
計
画
作
業
は
、
数
え
切

れ
な
い
程
の
会
議
が
行
わ
れ
、
先
生
は

理
想
の
教
育
理
念
と
理
想
の
茶
室
空
間

を
掲
げ
て
会
議
に
臨
ま
れ
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
茶
室
建
築
は
、設
計
計
画
、

予
算
、
施
工
業
者
、
数
寄
屋
の
職
方
、

露
地
な
ど
数
々
の
問
題
点
を
一
つ
一
つ

解
決
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
先
生
の
妥
協
を
ま
っ
た
く
許
さ
な

い
そ
の
姿
を
傍
ら
で
お
手
伝
い
し
な
が

ら
、
先
生
の
精
神
的
強
靱
さ
を
痛
感
す

る
日
々
で
し
た
。
大
き
な
壁
に
突
き
当

た
る
度
に
、
先
生
は
「
な
る
よ
う
に
し

か
な
ら
ん
、
で
も
な
ん
と
か
な
る
」
と

良
く
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

今
で
も
先
生
の
言
葉
と
し
て
私
の
心
に

強
く
残
り
、
以
後
歩
む
方
向
を
示
唆
し

て
頂
け
る
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

完
成
さ
れ
た
茶
室
は
、
裏
千
家
前
家

元
千
玄
室
大
宗
匠
監
修
と
な
り
、
二
〇

〇
六
年
（
平
成
十
八
）「
宝
塚
造
形
芸

術
大
学
大
学
院
サ
テ
ラ
イ
ト
茶
室
、
高

灯
軒
」
が
無
事
に
竣
工
し
、
茶
席
披
き

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
茶
室

は
現
在
で
も
伝
統
芸
術
の
授
業
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
倉
澤
先
生
の
強
い
信

念
に
よ
っ
て
竣
工
さ
れ
た
こ
の
茶
室

は
、
先
生
の
意
思
を
継
承
し
、
伝
統
芸

術
を
学
ぶ
場
所
と
し
て
多
く
の
教
員
・

学
生
達
が
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
改
め
て
倉
澤
行
洋
先
生
に
深

く
感
謝
を
す
る
と
共
に
、
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌

「
倉
澤
先
生
を
偲
ん
で
」

八
尾
嘉
男

　

倉
澤
先
生
の
お
姿
を
初
め
て
お
見
か

け
し
た
の
は
、
茶
の
湯
文
化
学
会
に
入

会
す
る
以
前
、
佛
教
大
学
大
学
院
修
士

課
程
に
進
学
し
、
ゼ
ミ
の
兄
弟
子
の
勧

め
に
し
た
が
っ
て
、
藝
能
史
研
究
會
の

例
会
、
大
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
ろ
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

私
の
報
告
の
な
か
で
ご
教
示
を
受
け
、

ほ
か
の
方
の
ご
報
告
へ
の
多
く
の
ご
意

見
を
拝
聴
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

茶
の
湯
文
化
学
会
に
入
会
し
、
出
席
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
入
会

当
時
の
会
長
は
、
倉
澤
先
生
だ
っ
た
。

　

私
は
、
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
茶
の

湯
の
歴
史
を
考
え
て
い
る
の
で
、
倉
澤

先
生
の
思
想
史
・
哲
学
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
新
鮮
で
あ
り
、
茶
の
湯
文
化

の
懐
の
広
さ
を
知
る
最
初
の
き
っ
か
け

で
も
あ
っ
た
。こ
の
学
会
の
名
称
は「
茶

の
湯
文
化
学
会
」
で
あ
る
が
、
学
会
幹

事
の
役
割
を
拝
命
し
、
拡
大
理
事
会
に

出
席
し
た
お
り
、「
茶
の
湯
文
化
」
で

は
な
く
、「
茶
文
化
」
と
す
る
べ
き
だ

と
の
お
考
え
を
示
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
茶
文
化
と
し

た
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
私
は
大
会
以
外
で
は
近
畿
例

会
に
出
席
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
近
畿

例
会
で
の
思
い
出
と
い
え
ば
、
先
生
が

神
戸
大
学
を
ご
退
官
後
に
奉
職
さ
れ
た

宝
塚
大
学
大
学
院
の
学
生
さ
ん
が
多

く
ご
報
告
さ
れ
、
例
会
運
営
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
お
か
げ

で
、
お
そ
ら
く
そ
の
機
会
が
な
け
れ
ば

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
出
会
い
や
研
究
視

点
を
授
か
っ
た
。
こ
れ
は
今
後
も
活
か

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
財
産
で
あ

る
。

　

私
は
、
倉
澤
先
生
か
ら
直
接
に
多
く

の
教
え
を
受
け
た
と
い
う
よ
り
は
、
少
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し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
印
象
が
強
い
。

も
う
倉
澤
先
生
か
ら
直
接
ご
意
見
を
賜

る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
が
、
先
生
の
ご

研
究
と
向
き
合
う
機
会
は
こ
れ
か
ら
お

そ
ら
く
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
。そ
の
時
は
、

先
生
の
背
筋
が
伸
び
た
紳
士
的
な
お
姿

や
思
い
出
と
と
も
に
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

末
筆
な
が
ら
、
倉
澤
先
生
の
ご
冥
福

を
祈
り
、
筆
を
置
く
こ
と
と
す
る
。
合

掌
。

「「
馬
蝗
絆
」
が
示
す
倉
澤
先
生
の

学
識
」

岩
田
澄
子

　
「
こ
れ
が
イ
ナ
ゴ
に
見
え
る
と
い
う

人
は
、
目
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
？
」

　

倉
澤
行
洋
先
生
が
、
小
声
で
ぽ
つ
り

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　

馬
蝗
絆
（
ば
こ
う
は
ん
）
は
、
平
重

盛
由
来
と
い
う
最
古
の
伝
承
を
も
つ
青

磁
茶
碗
で
あ
る
。
鉄
釘
の
鎹
で
補
修
さ

れ
て
お
り
、「
あ
た
か
も
大
き
な
蝗
（
い

な
ご
）
の
よ
う
に
見
え
る
鎹
が
打
た
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
茶
碗
の
評
価

は
一
層
高
ま
り
、
馬
蝗
絆
と
名
づ
け
ら

れ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

先
生
の
一
言
は
、
二
〇
一
二
年
十
月

の
近
畿
例
会
で
「
平
重
盛
伝
来
の
箱
書

を
持
つ
内
金
張
茶
碗
（
射
和
文
庫
蔵
）」

に
つ
い
て
発
表
後
の
、
茶
話
会
で
の
こ

と
で
あ
る
。
実
は
、
発
表
の
直
前
に
北

京
外
国
語
大
学
の
汪
玉
林
教
授
か
ら
も

同
様
の
指
摘
を
受
け
た
が
、
再
考
す
る

ゆ
と
り
は
な
く
、「
日
本
人
が
考
え
る

命
名
の
問
題
」
と
開
き
直
り
、
国
立
博

物
館
の
説
明
通
り
に
発
表
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
倉
澤
先
生
は
、
日
本
で
は

馬
蝗
は
「
ウ
マ
ビ
ル
」
と
訓
読
さ
れ
て

お
り
、
ウ
マ
ビ
ル
は
日
本
各
地
に
生
息

し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
馬
蝗
は
中
国

語
で
蛭
（
ヒ
ル
）
の
こ
と
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
確
か
に
、
あ
の
鉄
釘
が
ヒ
ル
だ

と
知
る
と
、
も
う
イ
ナ
ゴ
に
は
見
え
な

い
。

　

こ
の
ご
教
示
の
お
か
げ
で
、
東
京
例

会
で
高
橋
忠
彦
先
生
に
も
ご
報
告
し
確

信
を
深
め
た
。
そ
し
て
改
め
て
汪
先
生

よ
り
、
ヒ
ル
が
「
馬
蝗
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
経
緯
や
、
現
在
最
古
の

南
宋
時
代
の
戯
曲
劇
本
『
張
協
状
元
』

に
「
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
い
て
離
れ
な

い
」
と
い
う
意
味
で
「
馬
蝗
」
が
使
わ

れ
て
い
る
用
例
な
ど
を
ご
教
示
い
た
だ

き
、「
青
磁
茶
碗
『
馬
蝗
絆
』
の
語
義

に
つ
い
て
」（
当
会
報
75
号
、
二
〇
一

二
年
十
二
月
）
で
報
告
し
た
。

　

倉
澤
先
生
は
当
初
か
ら
馬
蝗
は
ヒ
ル

だ
と
認
識
し
、平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

に
千
玄
室
大
宗
匠
（
裏
千
家
流
家
元
十

五
世
）
が
南
開
大
学
で
哲
学
博
士
号
を

受
賞
さ
れ
た
際
、
現
地
の
祝
賀
会
で
日

本
代
表
の
一
人
と
し
て
講
演
し
た
際
に

も
「
馬
蝗
絆
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、「
馬
蝗
」
を
大
き
な
イ
ナ

ゴ
と
す
る
説
明
に
気
づ
い
た
が
、「
あ

ま
り
に
も
馬
鹿
ら
し
い
の
で
、
き
っ
と

誰
か
が
訂
正
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て

放
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
（
今
さ
ら
言
え
な
い
）」
と
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
倉
澤
先
生
と

汪
先
生
の
偉
大
な
ご
教
示
を
、
不
肖
な

が
ら
私
が
紹
介
す
る
形
と
な
っ
た
が
、

本
件
に
よ
り
倉
澤
先
生
の
研
究
者
と
し

て
の
奥
深
さ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
、
改
め
て
心
よ
り
敬
服
し
た
。

　

各
地
で
の
発
表
を
ご
報
告
す
る
た

び
、
先
生
は
「
思
い
が
果
た
せ
て
嬉
し

い
。
こ
れ
は
私
の
お
か
げ
で
す
よ
！
」

と
少
年
の
よ
う
に
笑
っ
て
い
ら
し
た
の

が
思
い
出
さ
れ
る
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

「
倉
澤
行
洋
先
生
と
の
出
会
い
か

ら
」

廣
田
吉
崇

　

単
に
茶
の
湯
が
好
き
と
い
う
私
は
、

平
成
七
年
一
月
十
七
日
の
阪
神
淡
路
大

東京国立博物館蔵（重要文化財）
（東京国立博物館ホームページより）
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震
災
を
契
機
と
し
て
茶
の
湯
の
研
究
を

は
じ
め
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
職
業
研

究
者
で
も
な
い
単
な
る
事
務
職
の
地
方

公
務
員
に
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
八
年
十
二
月
に
そ
の
と
き
進
め
て

い
ま
し
た
研
究
要
旨
を
倉
澤
先
生
に
お

渡
し
し
て
ご
相
談
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

翌
年
二
月
十
六
日
の
沖
縄
県
那
覇
市
に

お
け
る
茶
の
湯
文
化
学
会
第
六
回
研
究

会
の
場
で
発
表
し
て
み
ま
す
か
と
い
う

お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
平
成
八
年
十
二
月
二
十
五
日
に
神

戸
大
学
の
研
究
室
に
お
伺
い
し
、
研
究

発
表
に
つ
い
て
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
の
ち

に
師
事
す
る
こ
と
と
な
る
影
山
純
夫
先

生
が
倉
澤
研
究
室
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
以
上
の
歳

月
が
流
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
研
究
室
の

光
景
は
い
ま
で
も
脳
裏
に
浮
か
び
ま

す
。

　

は
じ
め
て
の
研
究
発
表
は
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
で
し
た
が
、
朝
会
場
に
入

り
、
会
場
の
状
況
を
確
か
め
て
宿
に
戻

り
、
発
表
原
稿
を
修
正
し
て
本
番
に
臨

み
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
咳
が
と
れ
な
い

状
態
が
な
が
ら
く
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
四
十
五
分
間
の
発
表
の
あ
い
だ
、

い
ち
ど
も
咳
が
出
な
か
っ
た
こ
と
に
我

な
が
ら
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
と
き
「
茶
の
湯
点
前
比
較
研

究
の
試
み
」
と
題
し
て
発
表
し
た
こ
と

は
、
現
在
に
い
た
る
私
の
原
点
と
な
り

ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
表
題
は
倉
澤
先

生
に
付
け
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

倉
澤
先
生
の
「
茶
の
修
行
は
…
…

『
姿
』
を
通
し
て
『
心
』
を
深
め
る
、

即
ち
『
姿
か
ら
心
へ
』
の
修
行
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（『
増
補
藝
道
の
哲
学
』

七
二
頁
）
と
い
う
お
教
え
に
は
、
茶
の

湯
に
お
い
て
点
前
を
研
究
す
る
意
義
が

示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
、
心
強
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
九
月
に
倉
澤
先
生
を
団

長
と
す
る
茶
の
湯
文
化
学
会
研
究
会
に

よ
り
、
中
国
湖
州
市
の
陸
羽
関
係
の
遺

跡
を
訪
ね
ま
し
た
際
、
竹
の
産
地
で
あ

る
当
地
で
入
手
し
た
竹
切
れ
を
持
ち
帰

り
ま
し
た
。
そ
し
て
花
窓
の
長
い
花
入

に
切
り
ま
し
て
、陸
羽
に
ち
な
ん
で「
鴻

漸
」
と
銘
を
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
な

が
め
な
が
ら
、
倉
澤
先
生
の
凛
と
し
た

生
前
の
お
姿
を
思
い
起
こ
し
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
ろ
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

「
茶
文
化
国
際
交
流
の
場
に
彩
り

の
花
を
」

顧
　
文

　

倉
澤
先
生
の
訃
報
に
接
し
て
、
大
変

驚
き
、
信
じ
ら
れ
な
い
の
は
私
だ
け
で

は
な
く
、
中
国
で
茶
文
化
研
究
を
し
て

い
る
倉
澤
先
生
の
教
え
子
と
仲
間
も
大

変
驚
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

北
京
大
学
教
鞭
の
職
を
終
え
た
ば
か

り
の
滕
軍
先
生
が「
書
山
歳
月
師
引
路
，

学
海
年
華
師
領
航
。教
以
至
真
師
者
心
，

誨
以
至
善
師
者
光
。一
言
一
語
結
桃
李
，

一
字
一
文
堪
流
芳
。山
川
草
木
有
盡
日
，

浩
蕩
師
恩
日
月
長
」
と
の
お
言
葉
を
恩

師
倉
澤
先
生
に
捧
げ
ら
れ
た
。
ま
た
倉

澤
恩
師
か
ら
帰
国
前
に
贈
っ
て
頂
い
た

二
品
の
写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

一
つ
は
久
松
真
一
先
生
が
書
い
た
短
冊

で
、
一
つ
は
心
茶
会
で
倉
澤
先
生
が
初

め
て
拵
え
た
茶
碗
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
日
本
で
大
学
院
に
入
っ
た

頃
、
久
松
真
一
研
究
を
し
て
い
る
大
阪

府
立
大
学
先
輩
で
あ
る
顧
錚
さ
ん
の
案

内
で
、
茶
道
の
研
究
を
目
指
し
て
い
た

私
に
倉
澤
先
生
の
自
宅
で
の
月
一
の
勉

強
会
に
連
れ
て
頂
い
た
の
が
、
き
っ

か
け
で
倉
澤
先
生
の
指
導
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
顧
錚
さ
ん
も
倉
澤
先
生

の
教
え
子
で
あ
り
、
博
士
号
の
取
得

後
、
帰
国
し
、
復
旦
大
学
メ
デ
ィ
ア
学

院
の
教
職
に
就
い
て
い
ら
れ
る
。
修
士

を
終
え
た
私
が
博
士
コ
ー
ス
へ
進
む
中

で
、
倉
澤
先
生
の
茶
文
化
国
際
交
流
へ

の
行
脚
に
通
訳
兼
ね
て
お
供
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
浙
江
省
杭
州
、
径
山
、
天

台
山
、
寧
波
と
湖
州
を
は
じ
め
、
陜
西

省
法
門
寺
、
江
西
省
廬
山
、
山
西
省
五

臺
山
、
福
建
省
武
夷
山
、
広
西
省
桂
林

な
ど
へ
訪
ね
た
時
は
、
二
年
一
度
の
中

国
国
際
茶
文
化
研
究
会
主
催
に
よ
る
も

の
で
、
時
に
は
茶
の
湯
文
化
学
会
訪
中

研
究
会
で
、
或
い
は
世
界
禅
茶
文
化
交

流
大
会
、
或
い
は
寧
波
東
ア
ジ
ア
茶
文
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化
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
も
の
が

主
で
あ
っ
た
。
倉
澤
先
生
は
こ
れ
ら
の

研
究
会
の
発
起
人
で
あ
り
、
役
職
も
担

当
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
大
会
日
程
中

に
は
、
い
つ
も
途
切
れ
な
く
色
ん
な
人

か
ら
お
声
が
か
か
る
。
先
生
は
茶
文
化

国
際
交
流
の
場
に
身
を
挺
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
中
国
茶
文
化
を
復
興
す
る
た

め
、
ご
自
分
の
時
間
と
寄
付
も
惜
し
ま

な
か
っ
た
。
一
九
九
七
年
に
五
臺
山
会

議
中
で
江
西
省
社
会
科
学
院
の
『
中
国

茶
文
化
文
献
集
成
』（
仮
題
）
の
企
画
、

出
版
に
対
す
る
寄
付
の
呼
び
掛
け
を
聞

い
て
、
倉
澤
先
生
は
自
宅
の
阪
神
震
災

の
被
害
に
も
拘
わ
ら
ず
、
後
日
、
直
接

出
向
い
て
寄
付
金
を
手
渡
し
た
り
、
ま

た
先
生
個
人
だ
け
の
も
の
で
は
な
い

が
、
茶
聖
陸
羽
の
第
二
の
故
郷
で
あ
る

湖
州
の
青
塘
別
業
を
再
建
す
る
た
め
、

茶
の
湯
文
化
学
会
訪
中
団
交
流
の
一
環

と
し
て
寄
付
を
行
っ
た
り
な
さ
っ
て
い

た
。
先
生
が
育
て
ら
れ
て
き
た
国
際
交

流
の
場
に
彩
り
の
花
が
咲
き
、
そ
の
花

が
色
褪
せ
な
い
よ
う
、
外
弟
子
と
し
て

も
日
々
先
生
の
恩
恵
を
汲
み
な
が
ら
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

例
　
会

東
京
例
会

（
令
和
五
年
二
月
十
一
日
）

「
高
橋
箒
庵
と
大
正
名
器
鑑
」

齋
藤
康
彦

　

文
久
元
年
、
水
戸
藩
士
の
四
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。
維
新
後
、
家
は
困
窮

し
、
一
三
歳
か
ら
四
年
間
丁
稚
奉
公
に

出
た
。
明
治
一
四
年
、
中
学
校
卒
業
目

前
に
上
京
し
慶
應
義
塾
に
進
学
、
時
事

新
報
社
へ
入
社
す
る
も
、
富
を
築
き
趣

味
を
楽
し
む
狙
い
で
二
〇
年
に
退
社
す

る
。

　

米
国
と
英
国
を
経
て
帰
国
し
、
二
四

年
に
渋
沢
栄
一
等
の
推
挙
で
三
井
銀
行

に
入
る
。
大
阪
支
店
長
の
時
、
道
具
整

理
を
命
じ
た
小
林
一
三
に
茶
の
湯
へ
の

興
味
を
生
じ
さ
せ
た
。
二
八
年
、
三
井

呉
服
店
に
転
じ
、
益
田
克
徳
の
茶
会
に

招
か
れ
る
。
三
一
年
、
自
宅
に
寸
松
庵

を
移
築
し
、
箒
庵
と
号
す
る
。
四
四
年

末
、
王
子
製
紙
を
退
職
し
て
実
業
界
を

去
る
。
万
象
録
と
茶
会
記
録
の
執
筆
、

大
正
名
器
鑑
と
な
る
茶
道
具
名
物
図
鑑

編
集
を
自
ら
に
課
し
た
。

　

大
正
七
年
に
松
平
直
亮
邸
と
松
江
市

で
調
査
を
開
始
す
る
。翌
八
年
は
金
沢
、

関
西
、東
京
で
の
調
査
が
本
格
化
す
る
。

昭
和
三
年
に
完
成
し
告
成
会
や
完
成
慰

労
会
は
茶
界
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
示

し
た
。
短
期
間
で
の
完
成
は
、
茶
入
と

茶
碗
に
絞
っ
た
点
も
あ
る
が
、
多
様
な

趣
味
で
築
い
た
人
脈
が
機
能
し
た
。
だ

が
、
金
子
堅
太
郎
に
仲
介
を
依
頼
し
た

黒
田
家
の
博
多
文
琳
は
落
ち
て
い
る
。

　

収
録
家
数
は
一
五
四
家
、
松
平
直
亮

は
九
〇
点
で
首
位
に
立
っ
て
い
る
の
は

不
昧
の
末
裔
の
貫
禄
で
あ
ろ
う
。
箒
庵

は
所
載
し
た
茶
入
八
点
と
茶
碗
一
一
点

の
名
器
を
茶
席
で
惜
し
気
な
く
使
用
し

た
。
関
東
大
震
災
を
予
見
し
て
い
た
の

か
所
載
の
茶
入
一
五
点
と
茶
碗
八
点
が

焼
失
し
た
。
こ
の
間
、何
回
か
転
居
し
、

大
正
六
年
に
赤
坂
区
一
木
町
に
建
設
し

た
茶
庭
伽
藍
洞
が
終
の
棲
家
と
な
り
、

昭
和
一
二
年
一
二
月
一
二
日
に
七
七
歳

で
没
し
た
。

例
会
の
ご
案
内

※�

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
個
人
宛
に
メ
ー

ル
等
で
の
お
知
ら
せ
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

東
京
例
会

令
和
五
年
十
月
十
四
日
（
土
）

（
会
場
：
未
定
、
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ　

に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

午
後
二
時
～

「
未
定
」

下
村
奈
穂
子

「『
茶
経
』
に
関
す
る
二
、
三
の
こ
と
」

岩
間
眞
知
子

令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
（
土
）

（
会
場
：
未
定
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

午
後
二
時
～
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「「
古
伊
賀
―
破
格
の
や
き
も
の
―
」
展

に
つ
い
て
（
仮
）」

菅
沢
そ
わ
か

「
裏
千
家
の
千
猶
鹿
刀
自
の
和
歌
に
つ

い
て
」

石
塚　

修

令
和
六
年
二
月
十
七
日
（
土
）

（
会
場
：
未
定
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

午
後
二
時
～

「
益
田
克
徳
の
茶
と
そ
の
周
辺　

そ
の

五
」

神
保
乃
倫
子
・
八
木
京
子

「
織
田
有
楽
に
つ
い
て
（
仮
）」

西
山　

剛

令
和
六
年
三
月
十
六
日
（
土
）

（
会
場
：
未
定
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

午
後
二
時
～

「
未
定
」

荒
井
欧
太
朗

「
未
定
」

峯
岸
佳
葉

東
海
例
会

（
会
場
：
昭
和
美
術
館
会
議
室
）

午
後
二
時
～
三
時
半

（
開
場
午
後
一
時
半
～
）

令
和
五
年
九
月
三
十
日
（
土
）

「
天
目
に
つ
い
て
」

長
江
惣
吉

令
和
五
年
十
一
月
二
十
五
日
（
土
）

「
未
定
」

大
槻
倫
子

近
畿
例
会

令
和
五
年
八
月
二
十
六
日
（
土
）

（
会
場
：
同
志
社
大
学�
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス�

至
誠
館
Ｓ
２
）

午
後
二
時
～

「
茶
入
か
ら
考
え
る
『
南
方
録
』
の
成

立
背
景
―
『
南
方
録
』
と
『
沢
庵
和
尚

茶
器
詠
歌
集
』
の
サ
サ
耳
―
」

岩
田
澄
子

「
松
平
伊
賀
守
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
」

宮
武
慶
之

令
和
五
年
十
一
月
四
日
（
土
）

（
会
場
：
大
阪
私
学
会
館
３
０
７
号
室
）

午
後
二
時
～
四
時
（
一
時
半
開
場
）

「
藤
田
家
と
山
本
竹
雲
」

村
田
隆
志

「
藤
田
家
と
茶
（
仮
）」

國
井
星
太

＊�

会
場
は
、
藤
田
美
術
館
（
大
阪
市
都

島
区
）
の
す
ぐ
そ
ば
、
発
表
と
併
せ

て
ご
観
覧
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

当
日
ご
覧
い
た
だ
け
る
展
示
テ
ー
マ

は
、「「
江
」
藤
田
家
の
茶
会　

大
正

九
年
光
悦
会
を
中
心
に
・「
護
」
国

や
信
者
を
守
護
す
る
仏
教
の
道
具
・

「
妖
」
お
と
な
の
絵
巻
」。

チ
ケ
ッ
ト
は
各
自
で
ご
購
入
く
だ
さ

い
。

＊�

ア
ク
セ
ス
は
、
各
施
設
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

令
和
五
年
十
二
月
九
日
（
土
）

（
会
場
：
同
志
社
大
学�

今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
）

午
後
二
時
～

「
未
定
」

鈴
木
一
弘

「
黄
梅
庵
と
松
永
耳
庵
の
茶
の
湯
」

木
村
栄
美

令
和
六
年
（
未
定
）

（
会
場
：
同
志
社
大
学�

今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
）

「
未
定
」

八
尾
嘉
男

「『
宗
及
茶
湯
日
記
（
天
王
寺
屋
会
記
）』

に
見
る
戦
国
期
の
茶
の
湯
の
諸
相　

２
」

山
田
哲
也

北
陸
例
会

令
和
五
年
九
月
十
六
日
（
土
）

（
会
場
：
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺

跡
博
物
館
）

午
後
二
時
～

「
新
博
物
館
の
朝
倉
館
原
寸
再
現
展
示

の
案
内
（
仮
）」

熊
谷
透

令
和
六
年
三
月
十
六
日
（
土
）

（
会
場
：
富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
）
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午
後
二
時
～

「『
生
成
―Life�is�beautiful

』
展　

富

山
の
現
代
工
芸
作
家
に
つ
い
て
（
仮
）」

金
沢
例
会

令
和
五
年
八
月
二
十
七
日
（
日
）

（
会
場
：
金
沢
市
神
宮
寺
町　

蓮
寺
持

明
院
）

午
前
九
時
半
～

呈
茶
を
伴
う
講
演
会

「
明
治
期
の
茶
人
交
友
・
加
越
能
」

平
木
孝
志

令
和
五
年
九
月
二
十
四
日
（
日
）

（
会
場
：
金
沢
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

武
蔵
）

午
後
一
時
半
～

「
茶
書
は
語
る
（
仮
）」

原
田
茂
弘

令
和
六
年
三
月
二
十
四
日
（
日
）

講
演
会
（
詳
細
未
定
）

高
知
例
会

令
和
五
年
七
月
二
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

「
茶
の
湯
文
化
学
会
二
〇
二
三
年
度
大

会
の
研
究
発
表
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」

正
午
～
午
後
四
時

薄
茶
席　

席
主　

二
名

会
費　

五
百
円
（
参
会
希
望
者
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
）

令
和
五
年
九
月
三
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

「
地
域
の
茶
人
に
学
ぶ　

Ⅰ
」

令
和
五
年
十
二
月
十
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

「
地
域
の
茶
人
に
学
ぶ　

Ⅱ
」

正
午
～
午
後
四
時

軽
食
茶
事　

席
主　

三
名

会
費　

二
千
円
（
参
会
希
望
者
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
）

令
和
六
年
二
月
二
十
五
日
（
日
）

（
会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵

茶
室
）

午
前
十
時
～
正
午

茶
の
湯
関
係
文
献
を
読
み
所
感
の
発
表

「
地
域
の
茶
人
に
学
ぶ　

Ⅲ
」

新
刊
紹
介

『
石
州
流
大
口
樵
翁
茶
書
』

熊
倉
功
夫
解
題　

宮
帯
出
版
社

定
価
一
九
、
八
〇
〇
円
（
税
込
）

『
装
い
の
美
術
史
　
織
り
と
染
め
が
彩

な
す
服
飾
美
』

河
上
繁
樹
著　

思
文
閣
出
版

定
価
五
、
五
〇
〇
円
（
税
込
）

『
香
が
語
る
日
本
文
化
史
　
香
千
秋
』

畑
正
高
監
修　

香
老
舗�
松
栄
堂

定
価
一
、
九
八
〇
円
（
税
込
）

『《
茶
人
叢
書
》
細
川
三
斎
「
天
下
一
み

じ
か
き
人
」
の
実
像
』

福
原
透
著　

宮
帯
出
版
社

定
価
四
、
七
三
〇
円
（
税
込
）

お
知
ら
せ

　

令
和
五
年
五
月
九
日
、
戸
田
勝
久
参

与
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
戸
田
先
生

に
は
長
年
に
わ
た
り
、
本
学
会
を
お
支

え
、
お
導
き
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
慎

ん
で
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

※�

二
〇
二
三
年
度�

年
会
費
を
払
込
み

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


